
1．緒 言

和服（着物）は，体幹部を巻いて締めるラップ形式をと
り，その構造上，帯の存在は必須である．和服の前身で
ある小袖は，桃山～江戸初期に幅広い階層へと定着し，
当時の帯は細帯であった．近世初期の風俗画では，三尺
帯のような幅の狭いものをゆったりと腰のあたりに結ん
でいる（図 1）．和服の着装法の変化と共に，帯幅は徐々に
広がり，江戸時代の寛永頃には 19cm，享保以降は 34cm，
明治時代には幅 68cmの丸帯も登場した［2］．帯位置は，
腰からウェストへ上昇し，さらに胸高になり始めたのは 20
世紀初頭とされる［3］．明治から大正，昭和にかけて，帯
位置は上昇し続け，1920年代には医学的，審美的観点か

ら批判がなされ，その後やや下がったという［4］［5］．
現代の和服着装は，いわば“標準着装”ともいうべき
ものが成り立っており［6］，女性の帯位置はアンダーバス
トからウェストにかけてが一般的である．長い裾の処理
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和服着装における帯位置が重心動揺，筋電図，唾液アミラーゼ活性に及ぼす影響
－姿勢と伝統的所作に着目して－

Fig. 1 KOSODE, is an origin of Japanese KIMONO,
in the Momoyama Period (c. 1600 AD) : Obi is
fastened around level of ilium［1］.
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法であるおはしょりをする上で，あるいは襟元がはだけ
るといった着崩れを防ぐためにも，現代の帯位置は都合
の良い位置であると考えられる．おはしょりを腰にぴっ
たりさせ，着崩れを排し，ゆるみ，たるみ，しわをなく
して 1本の棒のようにスリム化した姿が，現代の和服の
美しさである［6］（図 2）．
しかし，100年程前まで，腰紐を腰骨のあたりに締める，
骨盤の張り出したところに帯を締めるといった着装法が
ごく一般的になされていた［3］，［7］．また，山の手風の
固い着付けは高めに，下町風の粋な着付けは低めに，帯
を締めるという，社会的位置づけの意味を含む等，帯位
置は現在に比べ弾力的に扱われていた．
そこで本研究では，腰から胸へと変遷してきた帯位置
が，着装者に与える影響を明らかにする．姿勢，ストレ
ス，動作に着目し，現代の着装法が適切か否かの検討を
行い，データに基づく快適な帯位置の提示を目指す．併
せて，帯着用が伝統的所作において果たす役割の一端を
示すことを目的とする．

2．方 法

2.1 被験者と着装条件，環境条件
被験者は健康な若年女子 8名（年齢 21.4±0.5歳，身長

156.4±2.0cm，体重 49.0±2.9kg）である．実験衣服はショー
ツ（各自私物），和服用ブラジャー，肌襦袢，長襦袢，腰
紐，伊達締め，帯板，帯（半幅帯または角帯）で，着装パ
ターンは①帯なし，②半幅帯（幅約 15cm）を用い，現代の
一般的な着装法である第二腰紐がアンダーバストにくる
締め位置で文庫結び（以下，帯 1とする），③半幅帯を用
い，第二腰紐がウェストにくる締め位置で文庫結び（以下，
帯 2とする），④男性用の角帯（幅約 10cm）を用い，腰紐
が腸骨の上にくる締め位置で貝の口に結ぶ（以下，帯 3と
する），の 4種とした（図 3）．着付けは熟練した同一実験
者が行った．本研究では，帯と腰紐の位置が生体に与え
る影響を検討するため，余分な圧迫となり個人差の生じ
るおはしょりはつくらないこととし，長襦袢までの着用

とした．環境条件は，気温 26±1℃・気湿 50±1%RHで
あった．
2.2 測定項目と姿勢・動作
測定項目は，重心動揺，唾液アミラーゼ活性，筋電図，
衣服圧である．重心動揺は，重心動揺解析装置ECG-1KNSA1
（共和電業株式会社）を用い，開眼で 1分，立位にて測定
した．唾液アミラーゼ活性は，被験者に口をゆすがせた
後，立位姿勢を 3分間保たせ，唾液アミラーゼモニタ CM-
2.1と専用チップ（ニプロ株式会社）を用いて，実験衣服着
装前と着装後の 2回測定を行い，その差分により評価を
行った．筋電図は，テレメトリー筋電計MQ8（キッセイ
コムテック社）を用い，上部僧帽筋，腹直筋上部，腰部脊
柱起立筋にて測定した．それぞれ，第 7頸椎棘突起と肩
峰点の中点を挟んだ位置，腹直筋臍部外側，腰部脊柱起
立筋の第 4腰椎レベルで，全て右側にディスポーザブル
表面電極（Lectrode，株式会社アドバンス）を貼付し，双極
誘導にて導出した．サンプリング間隔は 1000Hzである．
筋活動の評価にあたっては，Kankaanpaa et al（1998），Clark
et al（2003），Hislop et al（2008）の手法に準じ，事前に随意
最大筋収縮時の筋電図を測定し，%maximal voluntary
contraction（%MVC）を算出した［8］［9］［10］．得られた筋電
図波形は全波整流を行い，1秒毎の平均振幅値を求め，%
MVCにより正規化した．解析には BIMUTAS-Ⅱ（キッセ
イコムテック社）を用いた．衣服圧は，衣服圧測定装置 AMI

Fig. 3 Obi positions.
Obi position 1 (left) : HANHABA OBI(half-width

sash for women) with second
waist cord tied under bust

Obi position 2 (middle) : HANHABA OBI(half-width
sash for women) with second
waist cord tied around waist

Obi position 3 (right) : KAKUOBI(a stiff sash for
men) with cord tied around
ilium

Fig. 2 Contemporary KIMONO : Standard obi position
is around chest.

Fig. 4 Positions of clothing pressure sensors.
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3037-2及びエアパック式センサ（株式会社エイエムアイ・
テクノ）を用い 1秒ごとにデータ収録行った．エアパック
式センサは，各着装パターン共，帯幅の中央，伊達締め
の外側・帯板の内側に貼付した．測定部位は，前中心線，
乳頭線，脇線，肩甲線，後中心線上の 5ヶ所であった（図 4）．
筋電図と衣服圧の測定姿勢及び動作は，立位と座位（正座）
の静止時（各々 3秒），立位前屈（8秒），座位前屈（12秒），
茶道や礼法において行われる一足立ち（5秒）とした．動作
詳細を図 5に示す．
2.3 倫理的配慮
実験実施にあたっては，被験者に研究の趣旨，研究協
力への任意性等を書面にて十分説明し，同意を得て実施
した．
2.4 統計手法
帯なし，帯 1，帯 2，帯 3について比較するにあたり，
一元分散分析を用いた．有意差があった際の多重比較に
は Fisherの最小有意差法を用いた．

3．結 果

重心動揺測定結果を図 6に示す．重心動揺の評価に際
しては，健常者のための有効な重心動揺変数として提案

されている 36変数のうち［11］，距離，面積，位置に関す
る変数として，単位時間軌跡長，実行値面積，中心変位（前
後，左右）を比較した．単位時間軌跡長では，帯なしに比
べ帯 1，2，3すべてで値が有意に低く（p＜0.05），ばらつ
きも少なかった．実効値面積と中心変位（左右）で明らか
な傾向は見出せず，中心変位（前後）では，帯を締めた際，
体重心位置の後方へ移動する様子が示され，帯なしと帯 3，
帯 1と帯 3間で有意差を得た（p＜0.01）．
唾液アミラーゼ活性の測定結果を図 7に示す．着装前
後の差分（着装後−前）について検討した結果，有意差を得
（p＜0.01），帯 1と帯 2で，唾液アミラーゼ活性値が着装
後に上昇し，帯 3では低下する傾向が示された．
姿勢・動作それぞれにおける衣服圧測定結果を図 8～12
に示す．立位，座位の静止時，帯 1では，腹側（身体前面）
の前中心線（座位 : p＜0.05），乳頭線（立位 : p＜0.05）で高
い値を，背側（身体後面）の後中心線（立位，座位共 : p＜
0.05）で低い値を示した．帯 2は，前中心線（座位 : p＜0.05），
乳頭線（立位 : p＜0.05）で低い値を示した．帯 3では，背
側（身体後面）の後中心線で高い値を示した（立位，座位共 :
p＜0.05）が，それ以外はどの線においても平均的に，1kPa
前後の圧がかかっていた．立位前屈では前中心線の 4～7
秒と乳頭線の 3～5秒で，座位前屈では前中心線の 1～10

＊Distance from shoulders to target : Distance from subject’s shoulders to fingertips + 30cm, both in standing and sitting positions

1) Standing and bending forward
○1 - 3 seconds : Subject extends hand toward target (table)
○4 - 5 seconds : Subject maintains a forward-inclined position
○6 - 8 seconds : Subject returns to upright position
＊Target is 70cm above desk

2) Sitting and bending forward
○1 - 3 seconds : Subject extends hand toward target (teacup)
○4 - 5 seconds : Subject maintains a forward−inclined position
○6 - 7 seconds : Subject picks up teacup
○8 - 9 seconds : Subject puts down teacup
○10 - 12 seconds : Subject returns to upright position
＊Teacup weight : 509g

3）Standing on one foot (ISSOKUDACHI)
＊Subject starts out kneeling and holding teacup in both hands

○1 - 2 seconds : Subject shifts weight forward (on to knees) and puts toes on floor in preparation for standing
○3 seconds : Subject shifts weight back (on to toes)
○4 - 5 seconds : Subject places one foot on floor and stands up with one leg raised

Fig. 5 Details of actions during measurement with electromyogram and clothing pressure.
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Fig. 6 Results of body sway measurement with stabilometry (n=8).
(a) Trajectory length per unit of time, (b) Effective value surface area
(c) Center displacement(left-right), (d) Center displacement (front-back)

Fig. 7 Value differential of amylase activity in saliva before and after putting on clothing (n=8).

Fig. 8 Clothing pressure in standing position (n=8).
(a) Front center line, (b) Bust point line, (c) Armpit line, (d) Scapular line, (e) Back center line
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秒と乳頭線の 1～9秒で，帯 1が高く帯 2が低い値を示し
た（p＜0.05）．脇線では帯 2が低い傾向，肩甲線ではどの
着装パターンもあまり値は変わらず，後中心線では帯 3
が動作中を通して高い値を示したが有意差はなかった．
一足立ちでは，前中心線の 1秒と乳頭線の 3秒で，帯 1
が高く帯 2が低い値を示し（p＜0.05），後中心線の 3秒で，
帯 1が低く帯 3が高い値を示した（p＜0.05）．
筋活動（%MVC）測定結果を図 13～17に示す．
立位，座位の静止時，僧帽筋で帯による差は見られず，

腹直筋では帯 2で値の大きい傾向が示された（立位，座位
共 : p＜0.05）．脊柱起立筋では，立位，座位共に帯なしで
の値が大きく，有意差を得た（立位 : p＜0.05，座位 : p＜
0.01）．
立位前屈では，腕を前に伸ばす 3秒時，僧帽筋で帯な
しが有意に高い値を示した（p＜0.01）．動作の全てを通し
て，腹直筋で帯 2が高い値を保ち，前屈を保持している 4
秒時，有意差を得た（p＜0.05）．脊柱起立筋でも，前屈保
持時の 3～6秒で，帯 2が高い傾向を示したが有意差はな

Fig. 9 Clothing pressure in sitting position (n=8).
(a)Front center line, (b)Bust point line, (c)Armpit line, (d)Scapular line, (e)Back center line

Fig. 10 Clothing pressure when bending forward in a standing position (n=8).
(a)Front center line, (b)Bust point line, (c)Armpit line, (d)Scapular line, (e)Back center line
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Fig. 11 Clothing pressure when bending forward in a sitting position (n=8).
(a) Front center line, (b) Bust point line, (c) Armpit line, (d) Scapular line, (e) Back center line

Fig. 12 Clothing pressure in standing on one foot (ISSOKUDACHI) (n=8).
(a) Front center line, (b) Bust point line, (c) Armpit line, (d) Scapular line, (e) Back center line

Fig. 13 Muscular activity (%MVC) in standing position (n=8).
(a) Trapezius, (b) Rectus abdominis, (c) Erector spinae
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Fig. 14 Muscular activity (%MVC) in sitting position (n=8).
(a) Trapezius, (b) Rectus abdominis, (c) Erector spinae

Fig. 15 Muscular activity (%MVC) when bending forward in a standing position (n=8).
(a) Trapezius, (b) Rectus abdominis, (c)Erector spinae

Fig. 16 Muscular activity (%MVC) when bending forward in a sitting position (n=8).
(a) Trapezius, (b) Rectus abdominis, (c) Erector spinae

Fig. 17 Muscular activity (%MVC) in standing on one foot (ISSOKUDACHI) (n=8).
(a) Trapezius, (b) Rectus abdominis, (c)Erector spinae
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く，前屈から元の立位姿勢に戻る 8秒時，帯なしが有意
に高い値を示した（p＜0.01）．
座位前屈では，茶碗を持ち，置き，前屈から戻る際の，
7～10秒にかけて，僧帽筋で帯なしが有意に高い値を示し
た（p＜0.05）．腹直筋では，立位前屈と同様，動作の全て
を通して帯 2が高い傾向を示し，前屈を保持しつつ茶碗
を持ち，置く，7～8秒時，有意に高い値を得た（p＜0.05）．
脊柱起立筋においても，総じて帯 2が高かったが有意差
はなく，前屈から元の姿勢に戻る際の 12秒時，帯なしが
有意に高い値を示した（p＜0.05）．
一足立ちでは，立ち上がる際の 4秒時に僧帽筋で，5秒
時に脊柱起立筋で，帯なしが有意に高い値を示した（p＜
0.05）．腹直筋では，終始帯 2が高い値を示したが，有意
差は得られなかった．

4．考 察

現代の和服着装における高い帯位置は，“細身の和服の
美学”［6］ともいうべき標準的な現代の着付けに欠かせな
い要素で，それにより，曳き裾を防ぐおはしょりをつく
る，胸元の開きやたるみ等の着崩れを防ぐ，といったこ
とが可能となる．しかし，現代の和服の“美”，即ち，ゆ
るみもたるみもなく，身体を 1本の棒のように締めつけ
スリム化した姿を“美”とするのは，あくまで近年定まっ
た観念である．古来より，和服は，ふくよかにゆったり
と身体を包むドレーパリー系の衣服として，その着こな
しに幅と柔軟性を持つ日常着（clothing）であった．和服が
ハレの場でしか着用されない儀礼的衣服（costume）となっ
た背景には，その固苦しさ，身体の動きを阻む着装法が
あると考えられる．本研究では，和服着装が身体に及ぼ
す影響について，特に帯位置に着目し，現代の女性の胸
高な締め位置（帯 1），それをやや下げたウェスト（帯 2），

現代の男性の締め位置で，古来よりの着装法を模擬した
腰（帯 3），の 3種を設定し，帯なしを含めた 4つの着装パ
ターンを比較した．
重心動揺測定結果における単位時間軌跡長の検討より，
帯を締めることが身体の揺れを抑え，体幹部の安定性を
高めることが明らかとなった（図 6）．また，前後方向にお
ける中心変位が，帯を締めた際，特に帯 3で，後方（背側）
へ移動する様子が示された．著者らはこれまで，腰痛ベ
ルト装着の有無における重心動揺の検討を行い［12］，腰
痛ベルト装着により，本結果の帯 3と同様，前後方向の
中心変位が後方（背側）へ移動することを明らかにした（図
18）．その際の体幹アライメントを計測したところ，腰痛
ベルト装着時，仙骨傾斜角の値が有意に低下し，姿勢の
正されている様子が認められた（図 19）．本研究の着装状
態で体幹アライメントを計測することは不可能だが，腸
骨付近に締める帯 3装着で腰痛ベルト同様の傾向が得ら

Fig. 18 Center displacement (front-back) ascertained in
body sway measurement with stabilometer (n=5).
: Center of gravity shifts backward when lower
back pain prevention belt is fastened From [12],
illustration revised

Fig. 19 Examples of body trunk alignment measurements using Spinal MouseⓇ (a) and angle of sacrum incline as
ascertained in these measurements (n=5) (b).
: Value is significantly smaller when wearing a lower back pain prevention belt From [12], illustration revised
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れたため，姿勢が正されたものと推測される．
唾液アミラーゼ活性では，帯 1と帯 2で値が着装後に

上昇，帯 3で低下する傾向が示された（図 7）．唾液アミラー
ゼ活性は，交感神経の興奮により値が上昇するため，ス
トレスマーカーとして近年広く用いられている［13］．本
結果より，帯 1，帯 2の装着は不快感を引き起こしている
可能性が示された．ウエストベルトで体幹部の異なる位
置を圧迫し，唾液アミラーゼ活性変化を検討した既報で
は，腋窩，アンダーバストへの圧迫で不快感が生じ，腰
部への圧迫では生じない傾向にあった［14］．心拍変動解
析においても，胸高に帯を締める女性の和服着用時，副
交感神経活動が抑制され，ストレスを与える可能性が報
告されている［15］．本研究結果はこれらの報告と同様の
傾向を示していた．
衣服圧測定結果において，帯 1では前中心線，乳頭線

という身体前面の脂肪や筋肉が覆う軟らかい部位へ圧力
がかかり，帯 3では後中心線，即ち身体後面の脊柱にあ
たる硬い部位へ圧力がかかっていた（図 8～12）．唾液アミ
ラーゼ活性で示された，帯 1と帯 3における不快度の違
いには，帯のあたる部位の硬軟性も影響すると考えられ
る．
姿勢と動作に伴う筋電図の測定結果において，立位，
座位の静止時，腹直筋では帯 2で値の高い傾向が示され
た（図 13，14）．帯 2では，第 2腰紐をウェスト部分に締
めているため，腹部への腰紐の圧が，腹直筋の高い値を
招いたと考えられる．脊柱起立筋では，帯を締めた際に
比し，帯なしで値の高い傾向が示された．姿勢の保持は，
身体前面（腹側）と後面（背側）の抗重力筋（重力に対して姿
勢を保持する）の働きによりなされるが，特に背側に位置
する筋が重要な働きをするとされる［16］．本結果より，
帯着用が座位時の脊柱起立筋の働きを助け，姿勢保持を
補助する役割を果たしていると考えられる．
立位前屈で，前傾し目標点に向かって腕を伸ばす際，
また，座位前屈で，前傾姿勢のまま茶碗を持ち上げて置
く際，僧帽筋で帯なしが高い値を示した（図 15，16）．立
位，座位共に，前傾姿勢で何らかの動作を行う場合，帯
を着用することで，僧帽筋への負担の軽減されることが
明らかとなった．前傾姿勢を保っての動作，例えば，茶
碗や鉄瓶を持つ，襖を開け閉めする，といった動きは，
茶道の所作として頻度が高い．茶道は限られた空間を有
効に使い，その所作は極めて合理的な動きをなすとされ
る［17］．その際，帯を締めることで，筋活動を補助して
いる可能性が示され，興味深い．
また，立位，座位共，帯 2が，腹直筋の前屈動作全般

で，高い値を示した．これは静止時同様，腹部への腰紐
の圧が，前屈動作によりさらに強まり，腹直筋の高い値
を招いたと考えられる．唾液アミラーゼ活性で示された
帯 2の不快さは，絶えず腹部へかかる圧とそれに抗する
腹直筋故と推測される．
前屈から元の姿勢に戻る際，立位・座位共，脊柱起立

筋で帯なしが高い値を示した．座位の静止時と同様，帯
着用が前屈から正常姿勢に戻る際の脊柱起立筋の補助の
役割を果たしていると考えられる．一足立ちにおいても，
立ち上がる際，僧帽筋と脊柱起立筋で，帯なしが高い値
を示し（図 17），帯を締めることが動作時の筋活動を助け
ている様子が伺えた．
本研究では，座位姿勢として正座を用いたが，江戸中
期以降，正座は改まった座り方として日本人の生活の中
心に存在してきた［18］．茶事や活花といった芸道，邦楽
器の演奏時や，礼式作法では，正座を基準にその立ち居
振る舞いが設定され［19］，正座による前傾姿勢や，正座
から立ち上がる際の一足立ちは，頻度の高い姿勢・動作
である．いわば伝統的所作とも言えるこれらの姿勢・動
作において，和服の帯着用は，姿勢の保持を助け，動作
時の筋負担を軽減していることが明らかとなった．
近代の和服の歴史は，いわば脱和服の歴史であり［3］，

和服着装が生体に及ぼす影響について考える際，ややも
すると我々は功より罪に注目しがちである．脱和服がは
かられた 1920年代，和装と洋装の女性二人が歩く様子を
写したアサヒグラフのキャプションには“和服の膝は屈
し洋服の膝は伸ぶ”とある（図 20）．即ち，和服を着ると
姿勢が悪くなるというのである．これに対し，高橋は“古
い和装の文化では女性は膝を曲げ，背中を丸くしていた
が，新しい時代の洋装女性は良い姿勢で，足をまっすぐ
に突き出して歩く，という固定観念に（中略）うまく合致
するようなシャッターチャンスを選んだ，というだけに
すぎない”と指摘している［21］．著者らが現代女性 250
名を対象に行ったアンケートにおいても，和服の着用感
として最も多かった回答は“姿勢が良くなる”“背すじが
ピンとする”というものであった［22］．本研究により，
和服着装における帯が，体幹部の安定性を高め，姿勢を

Fig. 20 Snapshot from Asahi Graph magazine [20]
showing women wearing Japanese and Western-
style clothing during the 1920s, when there was
a trend toward abandoning traditional Japanese
apparel.
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正す効果のあることが，データとして示された．
今回，実験的に取り入れた帯 2は，腹部への腰紐の圧

が，動作時の腹直筋を阻害し，ストレスも大きい着装パ
ターンであった．これに対し，実際の着装法である帯 1
と帯 3では，動作時の筋活動の阻害は見られなかった．
現代の女性の締め位置である帯 1は，動作時の筋活動
を助けるものの，帯圧が身体前面（腹側）にかかり，スト
レスの大きい様子が示された．男性の締め位置である帯 3
では，体幹部の安定性が高まり，姿勢が正され，動作時
の筋負担が軽減されるという，帯を締めることによる利
点を備え，かつストレスも少ない着装パターンであるこ
とが明らかとなった．
現代女性が帯 3の位置を取り入れるには，裾の処理や
襟元のゆるみ，布面のしわやたるみといった，現代の和
服における“標準着装”とは相容れない多くの点が障壁
となるに違いない．しかし，ここ百年ではなく千年の伝
統をもって和服をとらえるのであれば，和服の原型であ
る小袖が広く膾炙した桃山時代，裄丈が短く身幅の広い
着物に，腰のあたりで帯を締め，身体の動きを妨げるこ
とのない日常着（clothing）としての和服が存在していたの
である．和服の将来が危ぶまれる現在，過去の着装法へ
の再評価と，新しいモードとしての和服着こなしを目指
した発想の転換が必要ではあるまいか．
本研究が，未来へ向けた和服着装のあり方を考究する
一助となり，エビデンスに基づいた快適で機能的な着装
法へと展開することを望むものである．

5．結 論

和服着装における帯位置の変遷が，姿勢，ストレス，
動作に与える影響を検討した．帯着用は総じて，体幹部
の安定性を高め，姿勢保持を助けると共に，伝統的所作
時の筋負担を軽減した．現代の女性の着装法である胸高
な帯位置は，着装者に与えるストレスが大きく，それを
やや下げたウェストでは，ストレスの大きさに加えて，
動作時の筋活動が阻害される傾向を示した．現代の男性
の帯位置で，古来よりの着装法ともいえる，腰で帯を締
めた際，着装者のストレスは少なく，姿勢を正す効果の
大きいことが明らかとなった．
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